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  行政機関・企業・ＮＰＯ等参加 
 1. 平成 17年度 東北農政局、東北地
域飼料増産行動会議委員 
2. 平成 18年度 長野県、「家畜にも人
にも優しい信州コンフォート畜産認
定基準」検討委員 
3. 平成 17年度 (社)畜産技術協会「家
畜福祉に配慮した家畜の取扱いに関
する検討会」委員 
4. 平成 18年度 (社)畜産技術協会「快
適性に配慮した家畜の飼養管理に関
する勉強会」委員 







6. 平成 23年度～24年度 畜産学教育
協議会会長 
7. 平成 24年～現在 公益財団法人 日
本動物愛護協会学術顧問 
8. 平成 25年～現在 仙台市動物愛護
協議会会長 
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2. 佐藤衆介 (1989) 獣医学１９８９（ウシの行動と飼育を執筆）.（清水悠紀臣・伊沢久夫
編）. 近代出版. 東京. pp.184-191. 
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東京.  
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設を執筆）.川島書店. 東京. pp.6-19. 149-168. 
6. 正木淳二・佐藤衆介 (1992) 哺乳類の生殖行動（生殖行動を分担執筆）.（正木淳二編）. 
川島書店. 東京. pp.1-29. 
7. 佐藤衆介 (1993) 新版畜産学（行動を執筆）.pp.345-365.（森田琢磨・清水寛一編）. 文永
堂. 東京. 
8. 佐藤衆介・近藤誠司・田中智夫・楠瀬良(編著) (1995) 家畜行動図説. 朝倉書店.  pp.1-128.
東京. 
9. 佐藤衆介 (1995) 新畜産ハンドブック（家畜の福祉管理の項執筆）. PP.360-368.（扇元敬司・
角田幸雄・永村武美・三上仁志・森地敏樹・矢野秀雄・渡辺誠喜・中井裕編）. 講談社. 東
京. 
10. 佐藤衆介 (1997) 失宜行動と家畜の福祉.in家畜行動学（三村耕編著）.pp.98-121. 養賢堂.
東京. 
11. 佐藤衆介 (1997) 家畜に潜む野生.inアエラムック「動物学がわかる」. pp.142-146. 朝日新
聞社. 東京. 
12. 佐藤衆介 (1998) 動物と人間との共生.in最新畜産学（水間豊・上原孝吉・矢野秀雄・萬
田正治編著）PP.222-233. 朝倉書店. 東京. 
13. 佐藤衆介(1998) 生物の存在様式.in 応用生命科学のための生物学入門（谷口旭・羽柴輝良
監修）. pp.218-226. 培風館. 東京. 
14. 佐藤衆介 (1999) 牛の運動－遊戯、伏臥・起立運動、歩行・走行－. in 肢蹄の管理. デー
リィ・ジャパン. 東京. pp.29-45.  
15. 佐藤衆介 (2000) Animal Welfareについて. in：家畜衛生学. 菅野茂・鎌田信一・酒井健夫・
押田敏雄編. pp. 2-4. 文永堂. 東京.  
16. 佐藤衆介・瀬尾哲也（訳）(2002) 家畜における自傷行動と強迫性障害. in:問題行動におけ
る薬物療法－コンパニオンアニマルのための－(ed. by N.H.Dodman and L.Shuster, 内田佳
子・柿沼美紀監修）. 学窓社. pp.191-215. 
17. 佐藤衆介 (2004) アニマルウェルフェアへの日本の対応. in：日本とEUの有機畜産－ファ
ームアニマルウェルフェアの実際. （松木洋一・永松美希編著）. pp.249-268. 農文協. 東
京. 
18. 佐藤衆介 (2005) アニマルウェルフェア.  pp.1-194. 東京大学出版会. 東京. 




20. 佐藤衆介 (2006) 豚との付き合い方を考える. in. 養豚場実用ハンドブック. pp.222-225. チ
クサン出版社. 東京.  
21. 佐藤衆介 (2006) アニマルウェルフェア－家畜と人との関係の再構築－. 東北学. 9:102-
107. 
22. 佐藤衆介(2008)アニマルウェルフェアに考慮した母豚管理. in:新母豚全書. pp.139-140. チ
クサン出版. 東京.  
23. 佐藤衆介 (2009) 食用家畜のウェルフェア－新しいガイドラインを求めて－. in:ヒトと動
物の関係学.第 2巻家畜の文化. (秋篠宮文仁・林良博編). pp.256-280. 岩波書店. 東京. 
24. 佐藤衆介(2009)「加工型畜産の様相」と「アニマルウェルフェア」の項執筆. In:草地管理
指標－草地の多面的機能編－. pp.87-90, 173-178. 日本草地畜産種子協会. 東京. 
25. 佐藤衆介(2009)アニマルウェルフェアから見た循環型家畜飼養システム. In:地域資源を活
用した家畜生産システム. (日本草地学会編). pp.114-128. 学会出版センタ .ー 東京. 
26. 佐藤衆介・森裕司監訳 (2009), 動物への配慮の科学. pp1-310. チクサン出版社. 東京. 
27. 佐藤衆介(2011) 林地放牧技術. In：畜産技術発達史. pp.253-255. 畜産技術協会. 東京.  
28. 佐藤衆介・近藤誠司・田中智夫・楠瀬良・森裕司・伊谷原一（編著）(2011) 動物行動図説. 
朝倉書店. pp.1-216. 東京. 
29. 佐藤衆介 (2012) 動物愛護とアニマルウェルフェアの違い. 海外と日本におけるアニマル
ウェルフェアの状況. アニマルウェルフェアの評価法.の章執筆. in:最新農業技術畜産 vol5. 
pp.9-10, 23-26. 27-32. 東京 
30. 佐藤衆介 (2012) 行動から牛の心を読む. in: 牛を知る－もっと牛が好きになる. デーリ
ィ・ジャパン 2012年 10月臨時増刊号. pp.91-99. 
31. 佐藤衆介 (2013) 福島原発警戒区域内に取り残された動物とどう向き合うか. In:今を生き
る 5.自然と科学（吉野博・日野正輝編）. pp.185-198. 
32. 佐藤衆介 (2013) アニマルウェルフェア（AW）と行動学 . in:ウシの科学.(広岡博之編). 
pp.185-191. 朝倉書店. 東京.  
33. 佐藤衆介 (2014) アニマルウェルフェア. in:ブタの科学.(鈴木啓一編). pp.189-193. 朝倉書
店. 東京.  
34. 佐藤衆介 (2014) 産業動物の福祉. in: 動物福祉学. (全国動物保健看護系大学協会 カリキ
ュラム検討委員会編). pp.85-101. インターズ .ー 東京. 
35. 佐藤衆介 (2014) 放牧を加味したアニマルウェルフェア畜産の実現 . in:草地農業システム
の多面的機能とアニマルウェルフェア.（矢部光保編著）. pp. 154-171. 筑波書房. 
 
論文 
1. 佐藤衆介・山岸敏宏・水間豊 (1976) 放牧牛群の分離と結合について. 日草誌, 22:307-312. 
2. 佐藤衆介・伊藤巌・林兼六 (1976) 放牧牛群の食草時におけるSpatial Pattern.Ⅰ.調査方法
について.日草誌, 22:319-321. 
3. 佐藤衆介・伊藤巌・林兼六 (1976) 放牧牛群の食草時におけるSpatial Pattern.Ⅱ.季節およ
び牧区面積の影響. 日草誌, 22:313-318. 
4. 佐藤衆介・太田実・林兼六 (1977) Xylocaine液による牛の嗅覚麻酔について. 家畜の管
理,13:41-43. 
5. 佐藤衆介・伊藤巌・林兼六 (1978) 放牧牛群の食草時におけるSpatial Pattern.Ⅲ.草生の影
響. 日草誌, 23:325-329. 
6. 佐藤衆介・伊藤巌・林兼六 (1978) 放牧牛群の食草時におけるSpatial Pattern.Ⅳ.食欲およ
び吸血昆虫の影響. 日草誌, 23:330-333. 
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7. 山岸敏宏・佐藤衆介・山本幸造・林兼六 (1979) 異なる産地より導入した日本短角種雌牛
の成長と体型について. 日畜東北支部会報, 29:30-32. 
8. Sato,S. (1981) Factors associated with temperament of beef cattle. Jpn. J. Zootech. Sci., 52:595-605.  
9. Sato S (1982) Leadership during actual grazing in a small herd of cattle. Appl. Anim. Ethol., 8:53-65. 
10. 佐藤衆介・二瓶章・遠藤忠雄・太田実 (1982) 舎飼期における羊群での分娩実態. 川渡農場
報告, 2:113-115. 
11. Sato,S. (1984) Social licking pattern and its relationships to social dominance and live weight gain in 
weaned calves. Appl.Anim.Behav.Sci.,12:25-32. 
12. Sato,S.,H.Siki and F.Yamasaki (1984) The effects of early caressing on later tractability of calves. 
Jpn. J. Zootech. Sci., 55:332-338. 
13. Sato,S., D.G.M.Wood-Gush and G.Witherill (1987) Observations on creche behaviour in suckler 
calves.  Behav.Process., 15:333-343. 
14. Sato,S., D.G.M.Wood-Gush (1988) The development of behaviour in beef suckler calves. Biol. 
Behav.,13:126-142. 
15. 佐藤衆介・佐々裕文・園田立信 (1990) 導入牛の社会行動に及ぼす相手牛の社会的順位の
影響. 日本家畜管理研究会誌, 26:64-69. 
16. 黒崎順二・永住浩二・園田立信・佐藤衆介 (1990) 搾乳室進入行動の強化刺激. 日畜会報. 
61:579-584. 
17. 佐藤衆介・本田祐介・小松庄二郎・園田立信 (1990) 発情回帰前の雌牛に対する雄牛の行
動的関与. 日畜会報. 61 :487-492. 
18. Sato,S., S.Sako and A.Maeda (1991) Social licking patterns in cattle (Bos taurus): influence of 
environmental and social factors. Appl. Anim. Behav. Sci., 32:3-12. 
19. 佐藤衆介・佐々裕文・園田立信 (1991) 導入牛と古参牛との社会行動の経日的変化. 日畜
会報. 62:83-92. 
20. 佐藤衆介 (1991) 口之島野生化牛の行動. 日畜会報. 62:390-397. 
21. Sato S, K Tarumizu and K Hatae (1993) The influence of social factors on allogrooming in cows. 
Appl. Anim. Behav. Sci., 38:235-244. 
22. Sato,S. and K.Kuroda (1993) Behavioural characteristics of artificially reared calves. Anim. Sci. 
Technol. (Jpn.) 64:593-598. 
23. Sato,S. and K.Tarumizu (1993) Heart rates before, during and after allo-grooming in cattle (Bos 
taurus). J. Ethol., 11:149-150. 
24. Sato, S., N. Ueno, T. Seo and K. Tokumoto (1994) Haloperidol injections entirely suppress tongue- 
playing in cattle. J.Ethol., 12:77-80. 
25. Sato, S., Y. Honda and M. Ohta (1994) Behavioural interaction of a bull with cows and the 
resumption of estrous. Anim. Sci. Technol. (Jpn.), 65:538-546. 
26. Sato S, R Nagamine and T Kubo (1994) Tongue-playing in tethered Japanese Black cattle: diurnal 
patterns, analysis of variance and behaviour sequences. Appl. Anim. Behav. Sci., 39:39-47.  
27. Sato,S. and C.Yoshikawa (1996) Estimation of cognition pattern of cattle by the visual attention  to 
photograph images. Anim. Sci. Technol. (Jpn.). 67:36-42. 
28. 佐藤衆介・岡本直木 (1996) 家畜福祉に関する意識調査. 日本家畜管理学会誌, 32:43-52. 
29. 大竹秀男・西脇亜也・篠原久・佐藤衆介 (1996) 低投入型酪農放牧地における土壌微生物
および土壌動物について.宮城農短大報,44:55-62. 
30. 大竹秀男・西脇亜也・篠原久・佐藤衆介 (1997) 低投入型酪農放牧地における土壌性ダニ
類について. 宮城農短大報, 45:55-61. 
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31. Seo,T., S.Sato, K.Kosaka, N.Sakamoto, K.Tokumoto (1998) Tongue-playing and heart rate in calves. 
Appl.Anim.Behav.Sci., 58:179-182. 
32. Seo T, S Sato, K Kosaka, N Sakamoto, K Tokumoto, K Katoh (1998) Development of tongue-
playing in artificially reared calves: effects of offering a dummy-teat, feeding of short cut hay and 
housing system. Appl. Anim. Behav. Sci., 56:1-12. 
33. 大竹秀男・松下愛・西脇亜也・篠原久・佐藤衆介 (1999) 土地利用低投入型酪農放牧地に
おける土壌性ダニ類の比較. 東北畜産学会報, 49:14-23.  
34. 竹田謙一・出口善隆・古屋亜佐子・加藤千晶・佐藤衆介・菅原和夫 (1999) ヒト用携帯型
心拍計によるウシの心拍数モニターと電極誘導部位. 川渡農場報告 15:35-41. 
35. 竹田謙一・佐藤衆介・菅原和夫・八嶋康広 (1999) 条件刺激としての音による六角牧区か
ら大尺窪地への牛群誘導.  川渡農場報告 15:43-51. 
36. Fukasawa,M., S.Sato, A.Nishiwaki, K.Sugawara (1999) The influence of experienced cattle on 
grazing behaviour of calves in the novel pasture. Animal Science Journal 70: 74-80.  
37. 西脇亜也・佐藤衆介・大竹秀男・篠原久・菅原和夫 (1999) 放牧地の植生構成と種多様性
に及ぼす異なる放牧管理の影響－北上山系に同時に入植した酪農家２戸の放牧地の植生
－. Grassland Science 45:52-58.  
38. Fukasawa,M., S.Sato, K.Sugawara (1999) Influence of early social learning on later feeding 
behaviour for novel food in calves. Animal Science Journal, 70:356-359.  
39. 佐藤衆介・西脇亜也・大竹秀男・篠原久 (1999) 搾乳牛の行動による低投入型放牧酪農の
家畜福祉性評価. 日本家畜管理学会誌, 34:95-104.  
40. 出口善隆・佐藤衆介・菅原和夫 (2000) 飼料用トウモロコシ圃場へのツキノワグワの進入
および被害実態. 川渡農場報告 16:13-18. 
41. Takeda,K., Sato,S., Sugawara,K. (2000) The number of farm mates influences social and 
maintenance behaviours of Japanese black cows in a communal pasture. Appl. Anim. Behav. Sci. 
67(3)181-192. 
42. 鶴田昇・織江貞二・猪股永治・佐藤衆介・菅原和夫 (2000) 放牧を利用した黒毛和種の育
成方式の検討. 東北畜産学会報, 50(1):5-15. 
43. 出口善隆・佐藤衆介・菅原和夫・伊藤健雄 (2000) 食害状況から推定された山形市に生息
するニホンカモシカの農作物への依存割合. 野生生物保護,5(1-2):13-20. 
44. K.Takeda, S.Sato, K.Sugawara (2001), Changes of affiliative relationships in Japanese Black calves 
after grouping in the same pen. Anim. Sci. J., 72:164-168. 
45. Deguchi,Y. Sato,S. and K.Sugawara (2001) Relationship between chemical components of herbage, 
dietary preference and fresh-herbage intake rate by the Japanese serow. Applied Animal Behaviour 
Science, 73(1):69-79.  
46. 田島隆自・佐藤衆介・菅原和夫 (2001) 放牧地内の植生の多様性が牛群の摂食場選択に及
ぼす影響. 東北畜産学会報, 51(1):1-8. 
47. 出口善隆・佐藤衆介・三枝正彦 (2001) ホンドタヌキ（Nyctereutes procyonoides 
viverrinus）による子羊の摂食. 哺乳類科学, 41(2):195-200.  
48. 出口善隆・佐藤衆介・菅原和夫・伊藤健雄 (2001) 耕作地におけるニホンカモシカ
（Capricornis crispus）の摂食行動. 野生生物保護, 7(1):49-62.  
49. 佐藤衆介・織田咲弥香・鈴木啓一・菅原和夫 (2002) 養豚農家の家畜福祉に関する意識調
査. 日本家畜管理学会誌, 38(3): 31-140. 




51. 小針大助・佐藤衆介・菅原和夫 (2002) 黒毛和種繁殖牛における母性行動の個体変異と子
牛の発育への影響. 家畜管理学会誌. 37(4):149-156.  
52. Tsutsumi, M., Shiyomi, M., Sato, S. and Sugawara, K. (2002) Use of gamma distribution in 
aboveground biomass of plant species in grazing pasture. Grassland Science, 47:(6): 615-618.  
53. 田島隆自・佐藤衆介・菅原和夫 (2002) 放牧牛の行動とそれに伴う物質の移動. 東北草地
研究会誌, 15:71-75. 
54. 成田大展・佐藤衆介・菅原和夫 (2002) 生草および乾草給与時の緬羊の採食性と水出納. 
日本草地学会誌. 48(2)126-129. 
55. Deguchi, Y., Sato, S. and Sugawara, K. (2002) Food plant selection by the wild Japanese serow with 
reference to the traces-eaten. Animal Science Journal, 73(1): 67-72. 
56. 烏恩・齋藤勝晴・佐藤衆介・菅原和夫 (2002) 野草および牧草放牧地における共通出現植
物のアーバスクラー菌根菌感染率と根圏土壌胞子数. Grassland Science 48(3):248-253. 
57. 安部直重・高崎宏寿・苗川博史・佐藤衆介・菅原和夫 (2002) マネキンに対して模擬闘争
行動を発生する子牛の行動的・生理的反応. 日畜会報, 73(3):449-456.  
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